
2024年度 学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点	Comment by JHPCN Office: コメントを非表示に変更してからPDFを作成・提出ください【申込書全体の注意事項】
申込書の様式は昨年度から変更されています。必ず最新の様式を使用してください。 

本申込書は本文３ページ以内（計算資源の積算根拠・利用目的は制限なし）で作成して下さい。さらに補足資料を付加することは可能ですが，A4で1ページを上限としてください。要項の「1. 課題分野と重視される研究内容」にある，審査において重視するポイントとの関連に着目して記述ください．

採択審査は申込書に記載された事項に基づいて実施しますので，スペースが許す範囲でできるだけ詳細に記述してください。複数年度にわたり継続する課題については，研究計画全体の目的・必要性と今年度のそれらが分かるように記述して下さい。継続課題については，前年度実績も審査対象になります。
  
専門分野が異なる審査委員にも容易に理解できるように記載してください。 
公募型共同研究　課題申込書（1）（研究情報）
提出日:西暦　　年　　月　　日

1） 研究の目的・意義
（入力時の注意事項は右カラムのコメントを参照ください。この行は投稿時には削除してください。）


2） 当拠点公募型共同研究として実施する必要性
	Comment by JHPCN Office: 課題の学際性や当拠点資源利用の必要性を記載して下さい。

3） 研究計画
	Comment by JHPCN Office: 研究テーマ，研究段階ごとに記述してください．次ページの「資源量積算根拠と利用計画」は，本項の記述と関連付けながら，資源ごとに次ページに記載してください．
複数年度にわたる継続課題の場合は，前年度中間報告時の実績からの差分として，今年度に実施する内容が分かるように達成目標を含めて記述して下さい。

資源の利用計画について：
課題分野（１）「大規模計算科学分野」では、資源の利用計画が妥当であることが重視されます。資源利用を申請する場合には、利用計画と必要量の積算根拠を明確に記載してください。  
課題分野（２）「データ科学・データ利活用分野」で資源利用を申請する場合は、資源利用量の積算根拠を明確に示す必要はありませんが、当該資源を用いて所望の研究が行える見込みがあることを、既発表論文等を示して記載してください。 

4） これまでの研究成果
	Comment by JHPCN Office: 継続課題の場合は，これまでに当公募型共同研究で実施して得られた成果の概略を記述して下さい。8)の業績一覧と関連づけて記述してください。

5） 共同研究の推進にあたって構成拠点において研究グループや研究者の協力が必要な項目
	Comment by JHPCN Office: 必要があれば具体的にご説明ください。

6） 人権の保護及び法令等への遵守の対応	Comment by JHPCN Office: 研究計画を遂行するに当たって，研究対象者の同意・協力を必要とする研究，個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究が含まれている場合に，どのような対策と措置を講じるのか記述してください。例えば，個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査，提供を受けた試料の使用，ヒト遺伝子解析研究，組換えDNA実験，動物実験など，研究機関内外の倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研究・実験などが対象となります。

該当しない場合には，その旨記述してください。



7） その他

	Comment by JHPCN Office: 企業共同研究課題へ応募される場合は，具体的な産業応用の計画についても記述してください。

8） 本研究に関連して最近発表した成果のうち主なもの
	Comment by JHPCN Office: （著者名，タイトル，掲載誌，発表年月日等を最大7件の範囲内で記載してください。共同研究者のみの成果を含めても構いません。共同研究のメンバーには下線を引いてください。）
(例) P. Researcher, J. S. Bach, R. Center, W. Mozart, “Computer Simulation of Classical Music”, IEEE Access , vol. 4, Apr. 2018, pp. 101-200.



資源量積算根拠と利用目的	Comment by JHPCN Office: 本項のページ制限はありません。

課題分野（１）「大規模計算科学分野」の応募課題と、課題分野（２）「データ科学・データ利活用分野」のHPCI資源または個別予算方式のmdxの利用を申請する応募課題では、審査における重要な評価項目ですので、明確に記載してください。十分な記載がない場合には、課題全体の評価が低くなることがあります。
 
ただし、課題分野に関わらず、新規課題でかつ申請資源の総量が100万円以下の場合には、積算根拠の記載は不要です。また、データ科学・データ利活用分野でmdxを共有予算方式で申請する場合は、mdxについては積算根拠は不要です（HPCI資源も申請する場合には、HPCI資源については積算根拠を記載してください）。なお、積算根拠が記載不要な場合でも、利用目的については記載が必要です。

（応募する課題分野，利用する資源と量，新規/継続課題の違いによって，記載すべき項目が異なりますので注意ください。詳細は募集要項・右カラムのコメントを参照ください。この行は投稿時には削除してください。）

（サンプル）
計算資源名（提供拠点名）： Super Computer A System (A University)
利用目的：研究テーマ１ xxxの開発を行う
積算根拠：
- 予備計算： 64ノード×2時間×10ケース
- 本計算： 256ノード×10時間×100ケース
- ストレージ：yyデータセットY TB, ワークエリア X TB，合計 XX TB x 12ヶ月

計算資源名（提供拠点名）： Super Computer B System (B University)
利用目的：研究テーマ2 xxxの計算を行い，xxxの結果を得る
積算根拠：
- 予備計算： 64ノード×2時間×10ケース
- 本計算： 256ノード×10時間×100ケース
- ストレージ：yyデータセットY TB, ワークエリア X TB，合計 XX TB x 12ヶ月

計算資源名： mdx(個別予算方式)
利用目的：研究テーマ3 xxxの計算を行い，xxxの結果を得る。また〇〇〇のサービス提供を行う
積算根拠：
- 予備計算： 2GPUパック×2時間×10ケース
- 本計算： 8GPUパック×10時間×100ケース
-  〇〇〇サービス : 6CPUパック×10,000時間
  このサービスはAという機器からのデータを受け取り適時的に解析してBに送るものであり、予期せぬVMの停止を防ぐために起動保証VMとする。
- ストレージ：yyデータセットY TBを内部保存用に大容量ストレージに200日間保持する。
　また計算用のワークエリアとして仮想ディスク X TBを100日分確保し，公開用にオブジェクトストレージを XX TB x 150日使用する


　



